
 

 

 

 

 

 

校長挨拶 
このたび、上川管内の幌加内高校より、本校に着任いたしました校長

の山城誠です。 

 出身地は函館市です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 函館市の隣、北海道新幹線の北の玄関口である新函館北斗駅がある北

斗市には「北海道水田発祥の地」の石碑が建っています。ここから始ま

った北海道稲作が、先達の「不撓不屈（ふとうふくつ）」の精神と弛まぬ

努力により成長を続け、今や生産量全国２位、そして数々の良食味米を

生み出してきたことを考えると、とても感慨深いものがあります。 

 本校もその精神を受け継ぎ、校訓「不撓不屈」のもと、いかなる困難にもくじけず、決して

あきらめない強い意志のなかにも、温かく豊かな人間性を育んできました。 

 ４月 11 日には 32 名の新入生を迎え、ご来賓に新十津川町長 熊田義信様、ＰＴＡ会長佐

藤直子様はじめ多く皆様のご臨席を賜り、入学式を挙行することができました。令和４年度は

全校生徒 75名でのスタートとなります。 

 １年生は新制服になりスラックスやスカート、リボンやネクタイ等を自由に選択できるよう

になりました。また、6 月からは新校舎への改築工事が始まり、令和５年８月には新校舎での

授業が開始される予定となっています。 

 多感で多くの可能性を秘めている生徒たちが夢の実現を果たすため、全教職員が一丸となっ

て保護者や地域、関係機関と連携・協働して教育活動を展開して参ります。 

 終息の兆しの見えないコロナ禍ではありますが、万全の感染予防対策を講じながら、生徒た

ちの学びを止めることなく、一歩一歩着実に前進していく所存ですので、今後とも皆様方の温

かいご支援とご協力を賜りますようお願いいたします。 

北海道新十津川農業高等学校学校長 山 城  誠  

令和４年度着任者 
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令和４年４月２８日 

新十津川農業高等学校 

 教諭 小西 耕宗 

前任校：雨竜高等養護学校 

一生懸命頑張ります。 

よろしくお願いします。 

 

  

教諭 竹永 葉月 

前任校：真狩高校 

微力ですが精いっぱい頑張ります。

どうぞよろしくお願いいたします。 

教諭 三品 絵美 

 前任校：南富良野高校 

できることを精一杯頑張ります！ 

ご理解とご協力のほどよろしく 

お願いします。 

 

。 

教諭 太細 深琉 

前任校：新採用 

初任校なので戸惑うことも多々ある

と思いますが、生徒の皆さんと一緒

に成長していけるよう頑張ります。 

どうぞよろしくお願いします 
  事務長 古川 信綱 

 前任校：札幌養護学校 

初農業高校、初事務長です。 

どうぞよろしくお願いします。 

専門主任主事 西村 祐美子 

 前任校：雨竜高等養護学校 

初めての事ばかりです。 

どうぞよろしくお願いします。 



令和４年度学校経営方針 

校 訓 「不撓不屈」  たくましく生き抜く力を育む。（どんな苦労や困難にも決して挫けない強い心身と目標

に向かって希望を失わず、地道な努力をつづける忍耐力を育む。） 

学校教育目標     (1) 心と身体を鍛え、物事に耐えていける人を育てる。 

 (2) 自ら考え、自ら学び、礼儀正しく、節度のある人を育てる。 

 (3) 自然に親しみ、生命を育てる喜びをもてる人を育てる。 

１ 本校の使命(スクールミッション) 

(1) 農業の基本理念である「生命を慈しみ生命を育てる」ことを基盤とした、「農業」と「福祉」に関わる総合的な教育の推進 

(2) 地域社会や産業社会に貢献できる、「農業」や「福祉」等を担う人材の育成 

(3) 豊かな人間性や社会性を培い、自立した社会人・職業人となる生徒の育成 

(4) 地域との連携・協働等を通じて、地域の課題に向き合い、解決するために必要な資質・能力を身に付けた生徒の育成 

２ 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラディエーション・ポリシー） 

○ 農業と福祉を題材として、命を育て、命をいただく体験的実学をとおして、次のような資質・能力の育成を目指す 

(1) 主体的に学習に取り組み、課題意識をもって自らを高めようとする態度、自分で物事を判断し行動する力 

(2) 地域を愛し、よりよい社会を築く意欲を持ち、身に付けた人間性や勤労意欲・専門性をもとに、力強く自立した社会人と

して地域を支え、社会に貢献する能力 

(3) 自己肯定感の向上によって自分の夢や希望を見いだし、その実現に向けて意欲をもって取り組む力 

(4) 自他の生命や人権を尊重する心、すべての人や物を思いやる心などの豊かな人間性 

３ 教育課程編成の及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 

(1) 基礎的・基本的な知識技能の確実な定着を図るために、創意工夫をこらした教育課程を編成する 

(2) 学科の特色を生かし、地域の教育力の活用に努め、具体的能力と技術を身に付けた個性ある産業人育成のために、

教育課程の多様化、弾力化を図る 

(3) 学習指導要領の趣旨に則るとともに、教科横断的な視野を考慮する 

(4) 多様な個性を持つ生徒の「生きる力」育成のために、地域の教育力、人材、施設を活用した体験活動や特別活動を重視する 

４ 入学者の受入に関する方針（アドミッション・ポリシー） 

(1) 農業や福祉に関心があり、将来の目標に向かって意欲的に学習に取り組む生徒 

(2) 基本的な生活習慣や規範意識を持ち、社会に貢献できる資質・能力を持つ生徒 

(3) 課題意識を持ち、地域を支え、社会を創造していく意欲のある生徒 

５ 重点目標 

(1) 生徒個々の実態を適切に把握し、自らを向上させる意欲と態度の育成に努める 

(2) すべての教育活動をとおして、自らを律する規範意識の確立に努める 

(3) 個々の能力の啓発と伸張を図り、望ましい職業観や勤労観の育成に努める 

(4) 生命の尊厳を自覚させ、自らの健康と安全意識の高揚に努める 

６ 経営方針 

(1) 個に応じた教育を推進し、生徒一人一人の自己実現を図る 

(2) 地域社会に根ざし、家庭や地域及び時代の要請に応える魅力ある教育活動を推進する 

(3) 全教職員が協働意識を持って学校教育目標の実現に努めるとともに、諸教育活動を計画的に実施し評価する 

(4) 教職員の研修に努め、新しい時代の教育や生徒の成長に対応できる指導力の向上を図るとともに、時間外勤務縮減

等の働き方改革に努める 

 

 
本年度の学校行事について 
 本校は多様な行事・活動による教育を行っていますが、新型コロナウイルス感染予防のため、状況に応じ様々な
対応をさせていただきます。本年度も保護者・町民の皆様のご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。 


